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概 要 

 

２００８年１２月～２００９年２月期に、燃焼に関する科学を紹介するサイエンスショーを行った。火のつけ

方について歴史的な観点からの紹介や、簡単な材料を用いての燃焼の本質に迫る実験などを行い、も

のが燃えるは、どういうことかを解説した。本稿ではその内容を報告する。 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに         

ものが燃える現象は、以前は、自宅の庭でのゴミ焼

きや焚き火、石油ストーブ、ガスコンロなどよく目にする

ものであった。最近は、それら焚き火ができない環境で

あり、エアコンによる暖房ができるようになり、また、IH

のコンロなどが普及し始め、少しずつ、裸火を見る機

会が少なくなりつつある。ものが燃えることについての

知識は、以前は生活の中から会得できたが、今後は

学習して学ぶ知識になっていくのだろうか。そのような

ことを想像しながら、ものが燃える現象について、楽し

く、深く学べるようなサイエンスショーを企画・実施した。

基本的には、２００４年３～５月に行った「炎の大実験」

と同様の内容である。 

 

２２２２．．．．実施実施実施実施項目項目項目項目    

（１）火のつけ方    

 普段の生活の中で、どのようにして火をつける

かを質問しながら、マッチ、ライターをはじめと

する道具を見せて紹介した。 

 紹介した道具 

   ・電子式ライター 

   ・フリントを擦るタイプのライター 

   ・マッチ 

   ・ファイヤースターター 

   ・ファイヤースチールスカウト 

   ・火打石 

   ・まいぎり式火起こし器 

   ・圧縮発火器 
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（２）酸素中での線香が燃える様子    

 集気びんの中に、空気だけの場合と、酸素で充

填した場合とでは、線香の燃え方がどのように変

化するかを確認した。 

 

（３）鉄を燃やす実験 

 一般概念としては、燃えない鉄も、細かくして

いることで、燃やすことができることを確認する

実験。 

 

（４）粉塵爆発 

 粉糖や小麦粉など、紛体の中には、非常に燃え

やすいものがある。火のつけたロウソクを用意し

たビーカー内で、ポリエチレン製の水差し、もし

くは、子供用プールの空気入れから空気を送り込

み紛体を巻き上げると、大きな炎ができるようす

を観察した。 

 

（５）空き缶内でのアルコールの燃焼 

ジュースの空き缶の一端を切り落とし、そこへ

２～３滴のアルコールを入れる。アルミ箔で、ふ

たをして手の熱でアルコールを気化させた後、火

をつけると、アルミ箔が吹き飛ぶ小爆発が起きる。 

 

（６）ウィスキーとペットボトルを使ったロケット実験 

 耐熱耐圧の１.５L ペットボトルにウィスキー

を８～10ml 入れ、湯せんした後、着火させると爆

発がおき、ロケットのように飛んでいく。 
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３３３３．．．．解説解説解説解説    

（１）火のつけ方 

現在、家庭では、直接火をつけるという機会が非常

に少なくなっている。そのため、やけどや火事の危険

性は、過去に比べると少なくなっているようであるが、ま

ったく火のつけ方を知らないというのも、問題があると

考えられる。ここでは、現在～過去の火の起こし方を紹

介することで、ある意味科学的な歴史も紹介するように

した。最も肝心なことは、摩擦などにより、温度を高くし

ていくことが火を起こすことに重要であることを述べた。 

これまで本燃焼に関わるサイエンスショーを何度か

行ってきたが、それまでと大きく変わったのは、まいぎり

式火起こし器による発火である。以前は、木の削りか

すの中に赤い火種ができる程度であったものを、ホー

ムセンター等で販売している麻布シートの中にくるみ、

振り回すことで発火させることができるようになった。こ

の実験によって本当に木を擦るだけで、つまり、摩擦

熱により発火させることができるということが、見学者の

本サイエンスショーに対する関心をより高めることがで

きるようになった。 

 

写写写写真真真真３３３３．．．．火起火起火起火起こしこしこしこし器器器器のののの臼臼臼臼のほうにのほうにのほうにのほうにセットセットセットセットするするするする。。。。そのそのそのその後後後後

火起火起火起火起こしこしこしこし器器器器をををを回回回回してしてしてして、、、、火種火種火種火種をををを起起起起こすこすこすこす。。。。    

    

写真写真写真写真４４４４．．．．できたできたできたできた火種火種火種火種    

    

写真写真写真写真５５５５．．．．テルテルテルテルテルテルテルテル坊主坊主坊主坊主のようにのようにのようにのように火種火種火種火種をくるみをくるみをくるみをくるみ、、、、腕腕腕腕ををををゆゆゆゆ

っくりっくりっくりっくりとととと振振振振りりりり回回回回すとすとすとすと煙煙煙煙がががが出出出出てくるてくるてくるてくる。。。。    

    

写真写真写真写真６６６６．．．．振振振振りりりり回回回回しているとしているとしているとしていると、、、、このようにこのようにこのようにこのように燃燃燃燃ええええ出出出出すすすす。。。。    

 

写真写真写真写真１１１１．．．．使用使用使用使用したしたしたした麻麻麻麻ののののシートシートシートシート。。。。ホームセンターホームセンターホームセンターホームセンターでででで１１１１巻巻巻巻

きききき、、、、５００５００５００５００円程度円程度円程度円程度でででで販売販売販売販売してしてしてしているいるいるいる。。。。    

    

    

写真写真写真写真２２２２．．．．約約約約１０１０１０１０cmcmcmcm 四方程度四方程度四方程度四方程度にににに切切切切りりりり取取取取りりりり、、、、さらにほぐしさらにほぐしさらにほぐしさらにほぐし

たたたた麻麻麻麻シートシートシートシートをををを少少少少しししし積積積積むむむむ    
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これは、インターネット上の「さあいこか」 

http://www.geocities.jp/saaikoka/omosiro/omosir

o13.htm 

のページを参考にさせていただいたものである。 

また、回転ヤスリ式ライターの中に入っているフリント

と呼ばれる発火石が国内では生産されておらず、多く

が中国での製造に切り替わっていた。そのため、国内

でのそれなりの大きさを持ったフリントそのものを入手

するのは難しいようである。 

ただし、商品名「ファイヤースターター」「ファイ

ヤースチールスカウト」などと呼ばれる登山・キ

ャンプ用品がこのフリントを使った非常用の発火

用道具として販売されており、そちらで代用する

ことができる。 

 

（２）酸素中での線香が燃える様子 

ものが燃えるためには、酸素が必要であると小学校

6 年生で学習する。６年生～成人にとっては、そのおさ

らいであり、５年生以下にとっては、新しい知見の認知

になる実験である。実際は、６年生以上にとっても、酸

素が充填された集気びんに線香を入れると、ポンと爆

発するような形で、燃焼が激しくなる様子に驚いてい

た。 

 

（３）鉄を燃やす実験 

鉄は燃えない。これは、一般的な常識である。この

時、鉄というのはかなづちや塊、Ｈ字鋼などが、質問さ

れた人の頭に浮かぶことが多い。そのため、鉄は燃え

ないというイメージがある。実際サイエンスショーでは、

かなづちをライターやガストーチであぶり、燃えないよう

すを確認している。そこから、鉄を細かくしていくとどう

なるかという問いを出し、状態が変わると、最初想定し

た時の結果とは異なる場合もあることを示した。ここで

は、スチールウール、＃200～300 の鉄粉を用いて、そ

れぞれに火をつけるとどうなるかを確認した。スチール

ウールの場合は、少量をピンセットで掴み、ライターで

あぶることで真っ赤になり燃えること、鉄粉の場合は、

ライターやガストーチの炎の中に少量を振りかけること

で火花が発せられることで確認した。特に鉄粉がきれ

いに燃える様子は、見学者にとって非常にインパクトが

ある様子だった。 

 

（４）粉塵爆発 

物を細かくしていき、粉末状にすると、大きな塊でも得

ないものも、燃えやすくなる場合があるということを（３）

の実験で確認したが、身の回りにある粉末も、条件を

そろえると、非常に燃えやすくなることを示す実験。 

ここで使用したのは、粉糖と小麦粉である。500ml の

ビーカーに粉糖をおおさじ 2 杯を入れ、火をつけたロウ

ソクをビーカーの中に立てた後、ポリエチレン製の水差

しや、子供用プールなどを膨らませるときに使用する空

気ポンプの先端に、ガラス棒を取り付けたものを利用し

て、空気を送る。噴出した空気によって粉糖が舞い上

がると、着火し、大きな炎ができる。 

 粉塵爆発の一例として紹介した。なお、小麦粉でも

同様の実験ができるので、場合によっては、両方実施

することもあった。いずれも燃えやすい物が、空気中に

漂い、急激に参加される状態にあると、爆発現象が起

こることを紹介した。 

 

（５）空き缶内でのアルコールの燃焼 

スチール製の空き缶の上部のふた部分を切り取り、

その空き缶の下部には、直径 5 ㎜の穴をあけたものを

用意した。アルコールを２～３滴入れて、アルミ箔で開

口部を覆う。その後、手のひらで空き缶を包みあたた

めながら振って、缶内をアルコール雰囲気にする。下

部の小さな穴に火を近づけるとアルミ箔が吹き飛ぶ様

子が観察でき、爆発したことが分る。次のアルコールロ

ケット実験に向けての布石とする実験。 

 

（６）ウィスキーとペットボトルを使ったロケット実験 

（５）で行った実験をスケールアップしたもの。使用し

たペットボトルは、耐熱性と耐圧製をかねそろえたもの

を使用している。両者を満たすのは、果汁入りの炭酸

ジュース用ボトルである。ただし、本実験のために製造

されているわけではないので、事故が起きた時には自

己責任である。ただ、この実験は、以前より当館で実

 

写真写真写真写真７７７７．．．．ファイヤースチールスカウトファイヤースチールスカウトファイヤースチールスカウトファイヤースチールスカウト（（（（左左左左））））ととととファイヤースファイヤースファイヤースファイヤース

ターターターターターターターター（（（（右右右右）。）。）。）。ファイヤースチールスカウトファイヤースチールスカウトファイヤースチールスカウトファイヤースチールスカウトはははは、、、、附属附属附属附属のののの

金属片金属片金属片金属片でででで擦擦擦擦りりりり、、、、火花火花火花火花をををを散散散散らすらすらすらす。。。。ファイヤースターターファイヤースターターファイヤースターターファイヤースターターはははは

本体右側本体右側本体右側本体右側ののののマグネシウムマグネシウムマグネシウムマグネシウム部分部分部分部分ををををカッターカッターカッターカッターでででで削削削削りりりり、、、、ティッティッティッティッ

シュシュシュシュやややや枯葉枯葉枯葉枯葉 のののの上上上上 にのせるにのせるにのせるにのせる。。。。そのそのそのその後後後後 、、、、カッターカッターカッターカッターなどでなどでなどでなどで本本本本

体体体体からからからから火花火花火花火花をををを散散散散らしらしらしらし着火着火着火着火させるさせるさせるさせる。。。。    
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施している非常に人気のあるもので、１５００回以上の

実験を行っているが、ボトルが破裂するような事故は１

回もない。ペットボトルの耐熱耐圧性能は、以前と変わ

らないようだが、物によってはペットボトルの肉厚が薄

い物があり、感覚的に、若干不安を抱くものがある。 

今回使用したペットボトルは、東洋製罐株式会社か

ら、寄贈していただいたものである。おかげで、以前は、

市販のジュース入りのものを購入して、１本あたりの使

用頻度が５０回近くに上ることもあったが、多数のボトル

を寄贈していただいたおかげで、１回あたりの使用頻

度が下がり、安全性の面においてリスクが低くなった。 

なお、本実験は、直径が２５ｃｍ、長さが１ｍのアクリ

ルパイプのを横にしたものの中で実験を行った。 

このガイドを設けることで、あらぬ方向へ飛んでいくこ

とと、万が一爆発しても、来館者へ危険を及ぼさないよ

うにし、安全性を高めている。 

 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ    

今回のサイエンスショーは、基本的に当館で以前に

行っていた燃焼を紹介する実験とほぼ同じ内容であ

る。  

それでも、まいぎり式火起こし器を用いての発火や、

フリントを用いての発火方法の紹介と、実際の発火実

験を行うことで、内容のアップデートを行った。 

 また、本サイエンスショーでは、大阪市教員の長期研

修で在籍していた藤田麻衣子教諭にも助言、また実

演をしていただいた。藤田教諭の参加により見学者へ

の実験の見せ方の配慮などを助言していただき、ショ

ー全体のレベルアップにもつながった。 
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